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重点研究分野への該当 □ その他 




が，1) IFN が誘導する抗ウイルス状態を破綻させること（IFN 耐性），2) 感染時に宿主が誘導産生する IFN を負に制御していること
（IFN 産生抑制），弱毒ウイルスでは上記２つの能力が欠落していることを発見した．そこで，ウイルス病原性の解明を目的として，
１），２）の両テーマを中心とした SeV の抗 IFN 機構の研究に取り組んだ．その結果，関係する責任蛋白質と宿主因子をほぼ絞り込ん





て期待されている SeV ベクターの改良に有益な情報をもたらすことになるだろう． 
社会還元までのチャート 
関連している企業・大学・団体等 特になし 
関連する特許 1件 特になし 
関連する論文 1編 Paramyxovirus strategies for evading the interferon response. 



















ロン(IFN)抵抗性のことである.   
新興ウイルスの１つで致死的脳炎
を起こすニパウイルスが所属する
パラミクソウイルスでは，免疫逃避
能力が病原性に関わることが次々
と明らかになっている. 
世界各地で新興・再興感染症が勃発
し，感染防御手段として新たなワク
チン，抗ウイルス薬の開発が求めら
れている.
蓄積情報 
 
SeVをモデルとしてIFN抵抗性機構の全貌を
解明する．他のパラミクソウイルスとの比
較から，進化の実態，普遍的な一般則を見
極め新たな感染防御技術開発に役立てる．
研究目標
パラミクソウイルス科に
属するセンダイウイルス
(SeV)が，IFNの抗ウイルス
作用に耐性である事を発
見した（IFN耐性）。
シーズ
SeVは，感染時に宿主が
誘導するIFNを抑制す
る事も発見した（IFN
産生抑制）。 
シーズ
弱毒ウイルスでは，上記２つの
IFN抵抗性能力が欠落している 
シーズ
パラミキソウイルスのIFN
抵抗性機構の解明 
